
　

社
会
保
障
・
税
の
一
体
改
革
へ
政
府
の

集
中
検
討
会
議（
議
長
・
菅
直
人
首
相
）は

6
月
2
日
、原
案
を
ま
と
め
た
。与
党
と
折

衝
の
う
え
成
案
を
得
て
法
案
化
の
運
び
だ

が
、政
局
の
波
間
に
漂
い
、先
行
き
も
実
現

も
定
か
で
は
な
い
。

政
権
奪
取
後
2
年
間
の
浪
費

　

民
主
党
政
権
が
打
ち
出
し
た
政
策
に
は

実
現
可
能
性
に
乏
し
い
内
容
が
目
立
っ
た
。

た
と
え
ば
年
金
改
革
案
が
典
型
で
、国
民

年
金
を
含
め
報
酬
比
例
1
本
に
統
合
し
、

最
低
保
障
年
金（
月
額
7
万
円
）を
設
け
る

内
容
で
あ
っ
た
。

　

自
営
業
者
や
非
正
規
労
働
者
ら
に
被

用
者
年
金
と
同
じ
保
険
料
率（
労
使
折
半
）

で
全
額
負
担
を
求
め
ら
れ
る
の
か
。自
営

業
者
の
所
得
を
い
か
に
把
握
す
る
の
か
。

専
業
主
婦
ら
最
低
保
障
年
金
の
対
象
者
は

い
っ
た
い
何
千
万
人
に
な
る
の
か
。そ
の

財
源
と
す
る
消
費
税
は
何
％
引
き
上
げ
る

の
か
。実
現
へ
の
プ
ロ
セ
ス
と
財
源
を
示

さ
な
け
れ
ば
政
策
と
は
言
え
な
い
。

　

今
回
は
や
っ
と
誤
り
を
正
し
、ま
ず
厚

生
年
金
と
共
済
年
金
の
一
元
化
か
ら
着
手

す
る
、と
い
う
。短
時
間
労
働
者
に
対
す
る

厚
生
年
金
適
用
の
拡
大
も
付
け
加
え
ら
れ

た
。い
ず
れ
も
自
公
政
権
時
代
に
法
案
化

さ
れ
、廃
案
に
な
っ
た
漸
進
的
な
改
革
案

そ
の
も
の
だ
。

　

医
療
・
介
護
の
分
野
で
も
従
来
か
ら
の

課
題
が
ズ
ラ
ッ
と
並
べ
ら
れ
た
。平
均
入

院
日
数
の
短
縮
、外
来
受
診
数
の
適
正
化
、

医
療
機
関
の
役
割
分
担
の
明
確
化
、居
住

系
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
～
。一
方
で「
医
療
費
を

O
E
C
D
加
盟
国
平
均
並
み
に
引
き
上
げ
」

等
の
勇
ま
し
い
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
姿
を
消

し
た
。

「
共
通
番
号
」制
と
い
う
切
り
札

　

低
成
長
経
済
と
少
子
長
命
化
に
挟
撃
さ

れ
、政
策
の
選
択
肢
は
極
め
て
狭
い
。し
か

も
現
状
の
社
会
保
障
水
準
を
維
持
す
る
だ

け
で
も
負
担
増
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

集
中
検
討
会
議
は
高
齢
化
等
で

2
0
1
5
年
度
に
消
費
税
換
算
で
4
％
分
、

さ
ら
に
改
革
に
よ
り
１
％
分（
約
2
・
7
兆

円
）の
追
加
費
用
を
見
込
む
。つ
ま
り
消
費

税
率
を
10
％
に
引
き
上
げ
る
。そ
の
最
小

限
度
の
手
当
て
さ
え
総
選
挙
に
お
び
え
る

与
党
内
の
一
部
の
反
発
・
抵
抗
で
合
意
は

遅
れ
に
遅
れ
た（
図
参
照
）。

　

し
か
し
、よ
う
や
く
練
り
上
げ
ら
れ
た

政
策
も
あ
る
。「
社
会
保
障
・
税
に
か
か
わ
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■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県

立
大
学
教
授
を
経
て
、 

現
在
、目
白
大
学
教
授
。

近
刊
に『
現
代
の
社
会
福
祉
　
1
0
0
の
論
点
』（
監
修
・
共
著
、全
国

社
会
福
祉
協
議
会
刊
）。

る
共
通
番
号
制
度
の
早
期
導
入
」で
あ
る
。

　

住
民
基
本
台
帳（
住
基
ネ
ッ
ト
）と
結
び

付
け
国
民
す
べ
て
に
共
通
番
号
を
付
番
す

る
。社
会
保
障
番
号
と
納
税
者
番
号
と
の

統
合
版
で
給
付
と
負
担
の
両
面
で
使
え
る
。

　

た
と
え
ば
、銀
行
口
座
や
株
式
・
債
権
等

に
共
通
番
号
を
付
番
す
る
こ
と
で
資
産
性

所
得
を
含
め
た
総
合
課
税
の
実
現
へ
歩
め

る
。消
費
税
と
い
う「
水
平
的
な
公
平
性
」

を
高
め
る
た
め
に
は
、各
種
所
得
の
総
合

課
税
に
よ
る
累
進
税
率
の
適
用
で「
垂
直

的
な
公
平
性
」を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

ま
た
、難
し
い
作
業
だ
が
、自
営
業
者
の

一
定
額
以
上
の
取
引（
仕
入
・
売
上
等
）に

も
付
番
で
き
な
い
か
。現
状
よ
り
正
確
に

所
得
を
把
握
し
、自
営
業
者
に
保
険
料
率

を
賦
課
し
て
国
民
年
金
を
被
用
者
年
金
に

統
合
化
す
る
道
筋
が
拓
け
る
。

　

こ
の
核
心
部
分
の
方
針
を
も
っ
と
明
確

に
打
ち
出
す
べ
き
だ
。

理
解
を
得
る
大
事
さ
と
難
し
さ

　

も
ち
ろ
ん
共
通
番
号
は
国
民
に
と
っ
て

便
利
か
つ
有
益
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

医
療
・
介
護
・
年
金
・
雇
用
・
労
災
の
社
会
保

険
を
中
心
に
共
通
番
号
を
使
い
給
付
面
で

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
。年
金
記
録
が

宙
に
浮
い
た
り
、消
え
た
り
す
る
事
態
を

防
げ
る
。医
療
・
介
護
の
基
礎
デ
ー
タ
を
集

め
、両
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
や
効
率
的
な
提

供
を
進
め
る
。高
額
な
医
療
・
介
護
の
自
己

負
担
を
把
握
し
て
立
て
替
え
払
い
な
し
に

済
ま
せ
る
。

　

そ
ん
な
共
通
番
号
の
意
義
を
国
民
が
理

解
し
て
い
る
か
ど
う
か
。内
閣
官
房
社
会

改
革
担
当
室
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た（
対
象
3
0
0
0
人
、3
月
実
施
）。

　

共
通
番
号
導
入
の「
内
容
を
含
め
知
っ

て
い
る
」の
は
19
・
3
%
、「
内
容
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
が
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
」は
57
・

9
％
。共
通
番
号
を「
必
要
」と
思
う
の
は

26
・
2
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
」は

44
・
2
％
。

　

担
当
室
は「
8
割
近
く
に
認
知
さ
れ
、必

要
あ
り
も
7
割
」と
分
析
し
て
い
る
が
、「
内

容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」で
制
度
導
入
の

是
非
は
判
断
の
し
よ
う
が
な
い
。

　

一
方
で
、偽
造
や
な
り
す
ま
し
や
不
正

利
用
を
お
そ
れ
る
の
は
36
・
7
%
、情
報
の

漏
え
い
の
懸
念
も
27
・
0
％
。防
止
策
で
は

「
不
正
利
用
へ
の
罰
則
強
化
」「
ど
ん
な
機

関
の
誰
が
い
つ
利
用
し
た
か
が
分
か
る
仕

組
み
」「
目
的
外
利
用
や
三
次
利
用
・
提
供

の
制
限
」な
ど
を
8
割
以
上
が
求
め
る（
複

数
回
答
）。

　

共
通
番
号
導
入
と
い
う
一
点
突
破
全
面

展
開
の
可
能
性
を
政
権
の
枠
組
を
超
え
て

引
き
継
げ
る
か
ど
う
か
、い
ま
最
も
気
が

か
り
だ
。

表　社会保障給付費の見通し

その他
子ども子育て
介護

医療

年金

※内閣官房社会保障改革室資料より（前提条件等は省略）
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108.1 兆円
（22.3％）

121.9 兆円
（23.9％）

135.5 兆円
（24.3％）

151.0 兆円
（24.9％）

2011年度
《483.8 兆円》

2015年度
《510.9 兆円》

2020年度
《558.1 兆円》

2025年度
《607.4 兆円》
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